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リステリア属菌について
〈現状〉

欧米ではと畜場での工程管理指標とされる
ことも多い。 

国内のと畜場における環境汚染調査等の
報告は少なく、当所でも調査していない。

〈課題〉

当と畜場では、HACCPに基づく衛生管理にお
いて冷蔵庫の温度管理をCCPとしているため、
低温細菌であるリステリア属菌の汚染状況把
握は重要である。



調査内容

〈目的〉

牛と畜処理工程中の環境試料を拭き取り、リステリ
ア属菌の汚染実態並びに菌叢変動を把握する。

〈調査試験〉

　　　１　リステリア定性・定量試験
　　　２　拭き取り検体の構成菌叢解析

〈採取期間〉
　　６月～９月　　　　２０検体/月　（No.1～20）
　　10月、11月　　    ２４検体/月　（No.1～24）　合計128検体



試料　採取場所
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枝肉導線
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Microbiology with Confidence

【定性及び定量試験】方法



リステリア属菌の検出

外皮、枝肉冷蔵室等からはリステリア属菌以外
の菌種も検出された。
外皮(No.1,3,5)、前後肢落し工程の床(No.2,4,6)、
シンク(No.14)、排水溝(No.17)から多くの菌数が
検出された。

検出されたリステリア属菌 採取場所 検体No. 採材月

L.welshimeri 枝肉冷蔵室(最終室)床 １２ ７月

L.ivanovii 枝肉冷蔵室(最終室)床 １２ ８月

L.fleischmannii 外皮 ３ ９月

L.grayi 枝肉冷蔵室(最終室)床 １２ ９月

【定性及び定量試験】結果



Thermo Fisher HPより

〈方法〉
９月に採材した検体（計２０検体）
1　DNAを抽出
2　16SrRNA配列をPCR増幅
3　次世代シークエンサー（Ion PGM）：塩基配列を取得
4　RDP Classifier：階層毎に構成菌叢を解析

〈結果〉

外皮や解体処理周辺環境(No.１～８)ではモラクセラ属菌が最も
優勢となっていた。
一部の外皮(No.５)ではコリネバクテリウム属菌も優勢であった。
枝肉洗浄下にある排水溝(No.17)はキサントモナス属菌等、他検
体と異なる構成が認められ、腸内細菌科菌群も多く検出された。
枝肉冷蔵室では壁(No.11,13)、枝肉表面(No.18～20)においてバ
シラス属菌が最も優勢となっていた。

【構成菌叢解析】



【構成菌叢解析】菌科ごとの占有率
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考察　１
リステリア・モノサイトゲネスの検出なし。
解体処理工程の環境試料からリステリア属菌は検出なし。
処理工程が前肢落し→友バラ皮剥ぎ→背割りと進むに従い、
推定リステリア属菌数が減少していた。

　　　　枝肉洗浄までの工程で、外皮由来の生物的危害減少　　　　　　　　
　　　　熱水を用いた作業後の施設設備環境洗浄が効果あり
　　　　　　　　　

冷蔵室床、シンク、排水溝で菌数増加していた。
　　　　　　・・・人が頻繁に通る場所、水が常にたまった状態

　　　　 長靴等を介した交差汚染の可能性もあり　　　　　　　　
　　　　 一般衛生管理を点検する必要性

GOOD

CHECK



冷蔵室壁、背割り機、枝肉表面ではバシラス属
菌が優位であった。

枝肉洗浄下の排水溝から腸内細菌科菌群が多
く検出された。

　　　バシラス属菌の汚染経路の確認

　　　洗浄方法を含む管理の在り方を検討する必要性 

　　　　　 

考察　２

CHECK

枝肉のリステリア汚染要因としては、腸管破損による内容物の
汚染、機材や人の手を介した２次汚染、洗浄水の跳ね上げによ
る汚染の可能性が示唆されている。



今後の課題

推定リステリア属菌が多く検出されたことから、
シンクの消毒や、冷蔵室での人や長靴等を介し
た交差汚染を防止するための一般衛生管理が
なされているか、点検する必要がある。

バシラス属菌や腸内細菌科菌群が検出された
ことから、背割り機や排水溝からの２次汚染を
防ぐための、洗浄方法の検討が必要である。
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